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 本研究では胃全摘を施行する予定の胃癌患者６名を対象とし、術前と術後２週間以後の各１日にS-1 40mg/m2
を単回投与した。S-1経口投与前および投与後1、2、4、6、10時間後に採血し、血中のFT、5-FU、CDHP、OXO、
FUH2、FBALを測定した。また同日に24時間蓄尿を行い、5-FU、FUH2、FBALの尿中排泄量を測定し、術前術後の
値を比較検討した。 
 その結果、胃全摘後の5-FUの血中最高濃度（Cmax）と、血中濃度の投与後10時間までの時間積分値であるAUC1-10h
は、術前と比較し有意に高く、また胃全摘後のCDHPおよびFBALのAUC1-10hも術前と比較して有意に高いことが認
められた。術後の尿中FBAL排泄量は術前に比べて高い傾向を認めた。以上、胃全摘後は、S-1経口投与による5-FU
の血中CmaxおよびAUC1-10hが術前より有意に高くなったが、その機序として、5-FUの不活化を抑制するCDHPの
AUC1-10hが胃全摘後に高まることが原因の１つと考えられた。その結果、抗腫瘍効果も高まるが、副作用も増強
する可能性が示唆された。 
 本論文は、胃全摘におけるS-1投与後の血中動態を明らかにしたものであり、胃全摘後の補助化学療法の投与
方法について寄与するものと考えられる。よって、本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと
判定された。 
